
いられていることを改めて認識した．  

●一方，半年単位の長期的予報は，まだまだ進歩の余  

地が大きい．しかし逆に将来の不確実さ（企業収益の  

変動リスク等）の存在を前提として，このリスクを  

「天候デリバティブ」等の金融工学的手法で回避する  

ことも始まっている．どちらも「数理統計」「金融工  

学」などによる精緻な分析を必要とし，OR手法が活  

躍する分野である．OR研究者として嬉しい限りであ  

る．  

●ここでのべた気象の世界での変化は，「コンピュー  

タ技術の進歩などによる予測技術向上」や「民間気象  

会社を気象関連ビジネスに参入可能にした規制緩和」  

の果実ともいえる．コンピュータ関連の技術進歩は当  

面止まることはなく，また規制緩和も緩やかながらも  

今後とも進んでいくと思われる．この意味で，将来は，  

現時点では考えもつかなかった「新たなORの適用分  

野」が開拓されるのではないだろうか，楽しみである．  

（高橋一書）  

編集後記  

●今月号の特集は「気象リスク」である．「天気まか  

せ」という言葉にもあるように，従来まで気象現象に  

よる「入場者減少」「在庫切れ」その他のリスクは所  

与のものであり，避けることの出来ないものとされて  

きた．  

●本特集を読み，気象の世界での技術進歩を改めて確  

認した．短期の気象予測の精度はコンピュータ能力の  

向上などに伴い飛躍的に進歩した．これにより  

「POSデータと気象データをリアルタイムで組み合わ  

せ，仕入れにおいて在庫や回転率の大幅な効率化を図  

る」発注インデックスが可能になった．さらに，いわ  

ゆる「飲み頃」を「スープ指数」などで定量的に表現  

し，直接消費者に訴求するマーケテイング手法も進め  

られているという．実際のところ，短期オペレーショ  

ンやマーケテイングにおいて，「気象データを数理的  

に加工して有益な情報を抽出する」という手法は，  

我々の気づかないところで，すでに非常に広範囲に用  

／′、  
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